
平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日
受
領

答

弁

第

一

七

四

号

内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
七
四
号

平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
国
民
年
金
の
過
払
い
保
険
料
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
国
民
年
金
の
過
払
い
保
険
料
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
六
十
歳
以
上
の
任
意
加
入
被
保
険
者
の
数
は
、
平
成
十
八
年
度
末
時
点
に
お
い
て
二
十
七
万
千
五
百
七
十
七

人
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
号
。
以
下
「
平
成
十
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）

に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
附
則
第
五
条
の
任
意
加
入
被
保
険
者
制
度
に
お
い

て
は
、
同
制
度
に
加
入
す
る
か
ど
う
か
は
被
保
険
者
の
任
意
で
あ
る
と
い
う
性
格
上
、
六
十
五
歳
到
達
等
の
場
合
を
除
き
、

本
人
が
申
し
出
た
場
合
に
限
り
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
保
険
料
納
付
済
期
間
の
月
数
が
満

額
の
年
金
額
の
支
給
要
件
で
あ
る
月
数
に
達
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
本
人
か
ら
の
資
格
喪
失
の
申
出
が
な
け
れ
ば
、
加
入

を
継
続
さ
せ
、
保
険
料
を
収
納
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
社
会
保
険
庁
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
事
例
が
制
度
上

生
じ
得
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
お
尋
ね
の
時
点
に
お
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
把
握
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

一



確
認
で
き
な
い
。

三
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
改
正
法
に
よ
る
任
意
加
入
被
保
険
者
制
度
の
改
正
の
施
行
日
で
あ
る
平
成
十
七
年
四
月
一
日
前
に
お
い
て
は
、

保
険
料
納
付
済
期
間
の
月
数
が
満
額
の
年
金
額
の
支
給
要
件
で
あ
る
月
数
に
達
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
本
人
か
ら
の
資
格

喪
失
の
申
出
が
な
け
れ
ば
、
加
入
を
継
続
さ
せ
、
保
険
料
を
収
納
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
法
律
上
の
根
拠
が
な
く
受
領

し
て
い
た
保
険
料
で
は
な
い
た
め
、
当
該
保
険
料
を
還
付
す
る
こ
と
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
は
、
実
際
に
納
め
た
保
険
料
納
付
済
期
間
等
の
月
数
と
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎

と
な
っ
た
保
険
料
納
付
済
期
間
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
年
金
受
給
者
本
人
は
、
両
者
の
月
数
の
差
か
ら
、
お

尋
ね
の
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
集
計
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
現
在
六
十
歳
以
上
の
任
意
加
入
被
保
険
者
の
う
ち

保
険
料
納
付
済
期
間
が
四
十
年
を
超
え
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
人
数
を
集
計
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
等
は
技
術

二



的
に
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

社
会
保
険
方
式
を
採
用
し
て
い
る
我
が
国
の
公
的
年
金
制
度
に
お
い
て
は
、
給
付
と
負
担
の
関
係
が
明
確
で
あ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
任
意
加
入
被
保
険
者
制
度
に
お
い
て
、
給
付
に
反
映
し
な
い

保
険
料
を
納
め
て
い
た
と
し
て
も
、
本
人
か
ら
の
資
格
喪
失
の
申
出
が
な
け
れ
ば
、
加
入
を
継
続
さ
せ
、
保
険
料
を
収
納
す

る
こ
と
と
し
て
い
た
た
め
、
本
人
に
そ
の
事
実
を
知
ら
せ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
事
例
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

八
に
つ
い
て

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
部
の
年
金
受
給
者
本
人
に
送
付
し
て
お
り
、
ま
た
、
基
礎
年
金
番
号
に
よ

り
管
理
さ
れ
て
い
る
記
録
を
本
人
に
送
付
し
て
、
当
該
記
録
の
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
、
ま
た
、
他
に
年
金
加
入
期
間
が

な
い
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
御
指
摘
の
よ
う
な
年
金
額
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
保
険

料
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
事
実
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

三



九
及
び
十
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
改
正
法
に
お
い
て
は
、
国
民
年
金
法
附
則
第
五
条
に
規
定
す
る
任
意
加
入
被
保
険
者
が
有
す
る
同
法
第
二
十

七
条
各
号
に
掲
げ
る
月
数
を
合
算
し
た
月
数
が
、
四
百
八
十
月
に
達
し
た
場
合
に
は
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を

取
得
す
る
と
い
う
目
的
を
既
に
達
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
さ
せ
、
保
険
料
の
納
付
を
要
し

な
い
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
四
百
八
十
月
を
超
え
て
納
付
さ
れ
た
保
険
料
で
あ
っ
て
、
そ
の
納
付
が
平
成
十
七
年
四
月

以
降
の
も
の
に
係
る
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
険
料
相
当
額
を
還
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
例
が
あ
る
と
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

十
二
及
び
十
三
に
つ
い
て

国
民
年
金
法
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
お
い
て
、
法
律
上
の
根
拠
な
く
受
領
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
保
険
料
に
つ
い
て
の
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
保
険

料
に
つ
い
て
は
民
法
上
の
一
般
原
則
に
基
づ
き
、
不
当
利
得
と
し
て
還
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
特

別
な
制
度
を
設
け
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

四



十
四
か
ら
十
六
ま
で
に
つ
い
て

基
礎
年
金
制
度
は
、
老
後
生
活
の
基
礎
的
な
部
分
に
対
応
し
た
全
国
民
共
通
の
給
付
を
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
現
役

世
代
全
体
で
公
平
に
支
え
る
仕
組
み
で
あ
り
、
国
民
年
金
法
第
七
条
第
一
項
に
よ
り
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
達
す
る
ま
で

の
四
十
年
間
は
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
さ
れ
、
ま
た
、
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
よ
り
、
被
保
険
者
に
は
保
険
料
の
納

付
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
保
険
料
を
納
付
し
続
け
る
こ
と
は
、

同
法
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に
当
た
っ
て
は
、
同
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
当
時
、
既
に
二
十

歳
を
超
え
て
い
た
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
六
十
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
四
十
年
間
分

の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三

十
四
号
）
附
則
第
十
三
条
に
よ
り
、
同
法
附
則
別
表
第
四
に
定
め
ら
れ
た
月
数
（
そ
の
者
が
生
ま
れ
た
年
度
に
応
じ
た
、
三

百
月
か
ら
四
百
六
十
八
月
ま
で
の
月
数
）
に
つ
き
保
険
料
を
納
付
す
れ
ば
、
四
十
年
間
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
じ
満

額
の
年
金
額
を
受
給
で
き
る
こ
と
と
す
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
年
金
額
の
計
算
に
関
す
る
経
過
措
置

で
あ
り
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
保
険
料
納
付
義
務
に
変
更
を
加
え
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
保
険
料

五



は
法
律
上
の
根
拠
な
く
納
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
を
還
付
す
る
こ
と
と
は
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

十
七
に
つ
い
て

国
民
年
金
又
は
厚
生
年
金
保
険
の
受
給
権
者
（
以
下
「
年
金
受
給
権
者
」
と
い
う
。
）
の
年
金
の
裁
定
を
変
更
す
る
処
理

（
以
下
「
裁
定
変
更
処
理
」
と
い
う
。
）
の
申
出
を
行
う
者
は
多
数
お
り
、
そ
の
申
出
が
ね
ん
き
ん
特
別
便
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
の
時
期
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
裁
定
変
更
処
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
申
出
を
社
会
保
険
事
務
所
で
受
け
付
け
て
か
ら
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

に
進
達
し
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
こ
れ
を
完
了
す
る
ま
で
、
現
在
、
六
か
月
程
度
を
要
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今

後
、
裁
定
変
更
処
理
の
迅
速
化
の
た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
の
体
制
の
強
化
を
図
り
、
原
則
と
し
て
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の

進
達
か
ら
三
か
月
以
内
の
処
理
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

十
八
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
と
し
て
は
、
各
社
会
保
険
事
務
所
に
対
し
、
裁
定
変
更
処
理
に
つ
い
て
、
六
か
月
程
度
の
期
間
を
要
し
、
ま

六



た
、
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
に
係
る
時
効
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百

十
一
号
）
に
基
づ
く
給
付
の
支
給
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
増
額
分
の
支
給
額
を
確
定
す
る
処
理
に
つ
い
て
、
更
に

三
か
月
か
ら
四
か
月
の
期
間
を
要
し
て
い
る
旨
を
年
金
受
給
権
者
に
対
し
説
明
す
る
よ
う
、
各
社
会
保
険
事
務
所
を
指
導
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。

七


